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北国街道を見つめた十王堂（牟礼吹上）
※16頁に解説があります
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119億円（総額） 町民の生活はどうなったか
7億8000万円の債権放棄を可決
一般質問  任期最後で白熱議論
飯綱リゾート開発株式会社決算報告

9月定例会

幼
い
う
ち
か
ら
防
災
意
識
を

南
部
保
育
園
で
地
震
防
災
訓
練

　

町
内
の
４
保
育
園
で
は
、毎
月
火

災
、地
震
、自
然
災
害
、不
審
者
対
策
の

訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　

６
月
10
日
、南
部
保
育
園
で
は
、地

震
発
生
を
想
定
し
て
避
難
訓
練
が
実

施
さ
れ
た
。地
震
発
生
と
の
館
内
放
送

に
よ
り
、ま
ず
防
護
頭
巾
を
か
ぶ
り
机

の
下
に
。安
全
確
認
後
、保
育
士
の
先

導
で
校
庭
に
避
難
。

　

押
さ
な
い
、走
ら
な
い
、し
ゃ
べ
ら
な

い
。50
人
の
園
児
は
無
事
避
難
し
た
。
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6月定例会

5月31日現在の飯綱町の人口 12,327人　世帯数 4,124世帯

･一般職員の給料2％削減を可決

･9人が質問、町の防災など論議

･事務事業の適正な執行を求める決議

･全町民的立場での行政運営を求める決議

･土地開発公社とふるさと振興公社



6
月
定
例
会

第 23 号（2）

　

本
給
を
2
％
カ
ッ
ト
す
る

こ
と
で
、「
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
」
を
県
下
平
均
ま
で
下

げ
た
い
（
相
澤
町
長
）
と
す

る
も
の
。
平
成
23
年
度
当
初

予
算
編
成
に
当
た
り
、
議
会

は
、
昨
年
11
月
の
町
民
懇
談

会
で
町
民
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
「
寒
冷
地
手
当
」
廃
止
を

町
長
に
提
案
し
た
が
、
本
定

例
会
ま
で
交
渉
の
推
移
を
見

守
る
こ
と
と
し
て
い
た
。

　

削
減
期
間
は
7
月
以
降

2
0
1
4
年
3
月
ま
で
。
飯

綱
病
院
に
勤
務
す
る
医
師
や

看
護
師
等
を
除
く
一
般
行
政

職
1
4
5
人
が
対
象
で
、
全

体
の
削
減
額
は
本
年
度
約
７

５
０
万
円
、
来
年
度
以
降
は

約
１
０
０
０
万
円
の
見
込

み
。
町
は
、「
町
職
員
労
働

組
合
」
と
協
議
を
継
続
し
て

き
た
が
未
だ
合
意
し
て
い
な

い
。

　
「
町
職
員
労
働
組
合
」
は
、

相
澤
町
長
か
ら
の
要
望
に
対

し
「
条
例
提
出
に
当
た
り
、

十
分
な
協
議
が
行
わ
れ
て
い

な
い
。
財
政
的
に
余
裕
の
な

い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
事
業
計
画
上
等
で
給
料

２
％
カ
ッ
ト
の
効
果
や
使
途

が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な

い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

問  

賃
金
等
は
重
要
な
労
働

条
件
で
あ
り
、
労
働
者
の
同

意
な
く
一
方
的
に
変
更
す
る

こ
と
は
法
律
的
に
問
題
な
い

か
。

答  

１
月
以
降
何
度
か
労
働

組
合
と
話
を
し
て
い
る
中

で
、
同
意
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
が
一
定
の
理
解
は
得
ら
れ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
法

律
的
に
は
問
題
な
い
と
思
わ

れ
る
。

問  

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
下
げ
な
い
よ
う
、
し
っ

か
り
説
明
し
、
町
民
の
声
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

だ
い
て
同
意
を
と
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

答  

必
ず
や
了
解
い
た
だ
け

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

問  

本
条
例
案
に
つ
い
て

は
、
労
働
組
合
と
合
意
を

取
っ
た
上
で
議
会
に
提
案
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答  

本
条
例
案
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が

あ
っ
て
労
働
組
合
に
お
願
い

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
説
明

も
し
て
あ
る
。

問  

決
裂
し
た
あ
と
、
４
月

以
降
何
回
交
渉
し
た
の
か
。

答  

１
回
申
し
入
れ
し
た
。

問  

今
は
本
給
2
％
削
減
の

議
論
を
し
て
い
る
が
、
大
震

災
の
復
興
財
源
に
充
て
る
た

め
地
方
へ
の
交
付
税
を
削
減

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ど
う
対
応
す
る
か
。

答  

次
元
の
違
う
話
で
あ

り
、
切
り
離
し
て
考
え
る
。

問  

な
ぜ
一
律
な
の
か
。

答  

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が

県
内
の
市
町
村
平
均
よ
り
も

高
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
妥
当

と
判
断
し
た
。

問  

同
意
が
得
ら
れ
る
と
の

確
信
が
あ
る
な
ら
、
条
例
案

と
一
緒
に
補
正
予
算
案
を
出

さ
な
い
の
か
。

答  

不
用
額
で
対
応
す
る
。

　

6
月
定
例
会
は
、
3
日
か
ら
17
日
ま
で
15
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。
一
般
質
問
に
立
っ
た

議
員
は
9
人
で
、
26
項
目
の
質
問
が
あ
っ
た
（
5
ペ
ー
ジ
か
ら
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

本
会
議
と
2
つ
の
常
任
委
員
会
で
は
、「
飯
綱
町
土
地
開
発
公
社
」
の
平
成
22
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
の
報
告
や
、「
有
限
会
社
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
」
の
経
営
状
況
に
関
す
る
報
告
等
の
諸

報
告
9
件
を
は
じ
め
、
町
民
憲
章
の
制
定
1
件
、
条
例
の
制
定
及
び
改
正
2
件
、
補
正
予
算
2
件

な
ど
の
議
案
5
件
、
請
願
4
件
、
そ
の
他
1
件
、
議
員
発
議
5
件
の
24
件
を
審
議
し
、
議
案
は
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
た
。
請
願
、
議
員
発
議
も
全
て
採
択
し
、
議
員
発
議
に
つ
い
て
は
、
採

択
後
に
意
見
書
を
関
係
機
関
へ
送
付
し
た
。

特例条例を可決
一般職員の給料を２％削減

町長は町職員組合との合意に努力を

町職員年度別人件費（H23～H25は2％カット）推計表
H23.2末現在� （単位 ： 百万円）

区分 H23 H24 H25 H26 H27 H27対H23

職員給与 771 746 703 686 659 86%

共済組合等負担金 177 170 161 158 152 86%

退職組合負担金 96 92 84 81 76 79%

人件費合計 1,044 1,008 948 925 887 85%

今
年
度
削
減
額
は
、７
５
０
万
円（
7
月
か
ら
3
月
）

対
象
職
員
は
、１
４
５
人（
病
院
関
係
除
く
）

飯
綱
町
一
般
職
の	

職
員
の
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例

�

渡
邉
千
賀
雄
議
員

　

職
員
の
思
い
の
根
底
に

は
、「
全
体
の
奉
仕
者
」

と
し
て
の
使
命
感
、「
住

民
の
た
め
に
役
に
立
ち
た

い
、い
い
仕
事
が
し
た
い
」

が
あ
る
と
思
う
。
十
分
交

渉
す
べ
き
だ
。

　

反
対
理
由
は
①
職
員
組

合
と
の
合
意
が
得
ら
れ
て

い
な
い
。
②
妥
結
、
合
意

後
に
議
案
と
し
て
提
出
す

べ
き
だ
。

反
対
討
論



6
月
定
例
会

（3）長野県　いいづな町議会だより

問  

前
文
に
あ
る
飯
縄
山
の

文
字
表
記
だ
が
、
既
に
町
名

を
は
じ
め
、
中
学
、
病
院
等

多
く
の
名
称
に
綱
の
文
字
が

使
わ
れ
て
お
り
飯
綱
山
と
す

べ
き
だ
。

答  

検
討
委
員
会
で
も
議
論

に
な
っ
た
が
、
委
員
会
の
総

意
と
い
う
こ
と
で
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

問  

防
犯
灯
の
一
斉
点
検
に

関
し
今
回
委
託
料
と
し
て
１

４
９
万
９
０
０
０
円
が
予
算

補
正
さ
れ
て
い
る
が
。

答  

当
初
は
賃
金
だ
け
を
見

て
い
た
が
、
電
子
化
で
道
路

台
帳
へ
落
と
す
た
め
の
経
費

を
追
加
補
正
し
た
。
こ
の
事

業
は
緊
急
雇
用
創
出
事
業

で
、
６
月
末
に
契
約
、
２
月

末
に
は
工
事
終
了
予
定
。

問  
地
域
農
業
担
い
手
育

成
・
支
援
事
業
の
住
宅
費
補

助
に
つ
い
て
説
明
を
。

答  

５
月
か
ら
研
修
生
が
１

名
増
え
合
計
で
１
０
５
万
８

０
０
０
円
必
要
と
な
り
、
当

初
予
算
と
の
差
額
63
万
８
０

０
０
円
の
補
正
を
お
願
い
す

る
。

問  

土
地
開
発
公
社
の
役
割

を
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る

が
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
。
ス
ト
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
土
地
を
ど
ん
な
形
で
販
売

す
る
の
か
。
ま
た
、
最
終
的

に
ど
の
よ
う
に
公
社
を
清
算

す
る
の
か
。

答  

土
地
の
処
分
等
理
事
会

に
諮
っ
て
し
っ
か
り
審
査

し
、
対
応
で
き
る
よ
う
努
力

す
る
。

問  

町
が
91
％
以
上
の
出
資

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
規
程

上
で
正
副
理
事
者
が
役
員
を

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答  

規
程
上
に
は
な
い
。
株

主
総
会
で
も
結
論
に
至
ら
な

か
っ
た
。
出
来
る
だ
け
早
く

結
論
を
出
す
。

問  

75
％
も
の
粗
利
を
出
し

て
い
な
が
ら
赤
字
に
な
る
原

因
は
何
か
。

答  

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
対
応
す
る
。

問  
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
が

合
同
会
社
に
51
万
円
を
出
資

し
て
い
る
が
説
明
を
。

答  

商
品
の
や
り
取
り
や
冬

場
の
従
業
員
の
行
き
来
と
か

を
円
滑
に
図
る
た
め
と
聞
い

て
い
る
。

土地開発公社　土地の保有状況
� （単位 ： 百万円）

区　分 H21年度末 H22年度末

公有地 上赤塩 34 34

住宅地 峰団地等 124 118

代行地 牟礼駅前等 117 102

合　　計 275 254

H22年度損益計算書
科　目 金　額

売　上 1億4,282万円

売上原価 3,528万円

売上総利益 1億　753万円

販売管理費 1億1,508万円

営業利益 △  754万円

本
会
議
質
疑
・
討
論

町
民
憲
章
を
議
決

ふ
る
さ
と
振
興
公
社

営
業
赤
字
は
７
５
０
万
円

防
犯
灯
に
1
5
0
万
円

補
正

飯
綱
町
土
地
開
発
公
社

清
算
を
求
め
る

�

塚
田
　
實
議
員

　

制
定
に
当
た
り
大
切
な

こ
と
は
、
表
記
が
正
し
い

か
否
か
で
な
く
、
何
よ

り
親
し
み
易
い
こ
と
だ
。

「
綱
」
の
文
字
を
使
っ
た

飯
綱
山
は
、
全
町
民
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
り
時
代
を
超

え
て
人
々
の
心
の
支
え
と

な
っ
て
い
る
。
親
し
み
や

す
い
「
綱
」
を
使
う
べ
き
。

反
対
討
論

▲  

普
光
寺
地
区
の
＂塩
漬
土
地＂

6月定例会で決まりました
項 件　名 結果

制定 町民憲章の制定について 賛成12・反対2

条例制定
及び改正

一般職の月額給料を期間を定めて2％削減する特例条例の制定 賛成11・反対2
東日本大震災の影響による特例を織り込んだ税条例の改正 全員で可決

補正予算
平成23年度一般会計において歳入・歳出とも3,513万円の増額補正 全員で可決
平成23年度飯綱病院事業会計において歳入・歳出とも40万5千円の増額補正 全員で可決

請願

小・中学校、高校の30人学級実現、教職員定数増を求める請願 賛成12・反対2
長野県独自の30人規模学級の中学校全学年および高等学校への早期拡大と県独自に教職員配置増を求める請願 賛成13・反対1
地域高校の30人以下学級を求める請願 賛成11・反対3
義務教育費国庫負担制度の堅持を求める請願 全員で採択

発議

小・中学校、高校の30人学級実現、教職員定数増を求める意見書 賛成12・反対2
長野県独自の30人規模学級の中学校全学年および高等学校への早期拡大と、県独自に教職員配置増を求める意見書 賛成13・反対1
地域高校の30人以下学級を求める意見書 賛成11・反対3
義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書 全員で可決
東日本大震災の復興支援と総合的な復興ビジョン策定を求める意見書 全員で可決
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6
月
定
例
会

　

町
は
6
月
定
例
会
に
、
職

員
の
給
料
2
％
削
減
す
る
条

例
案
を
提
出
し
た
。
委
員
会

は
2
日
間
に
わ
た
り
審
議
し

た
。
町
職
員
労
働
組
合
と
の

合
意
さ
れ
て
い
な
い
現
時
点

で
町
長
の
権
限
で
で
き
る
の

か
と
の
質
問
に
「
で
き
る
」

と
答
弁
し
た
。
し
か
し
、
合

意
で
き
る
ま
で
協
議
し
て
い

く
と
し
て
い
る
。
委
員
か
ら

は
町
長
の
説
明
が
抽
象
的
で
、

今
回
の
給
与
削
減
の
必
要
性
、

緊
急
性
に
つ
い
て
深
く
説
明

し
て
い
る
の
か
、
論
点
を
整

理
し
説
得
力
あ
る
説
明
を
す

べ
き
で
あ
る
。
参
考
資
料
と

し
て
双
方
の
回
答
書
が
提
示

さ
れ
た
。

・�

当
町
の
財
政
基
盤
の
脆
弱

さ
・
平
成
20
年
の
健
全
化
判
断

・�

比
率
で
は
実
質
公
債
費
比

率
17
・
7
。
将
来
負
担
比

率
1
3
6
・
1

・�

今
年
度
予
算
で
は
各
団
体

へ
の
補
助
金
1
6
0
0
万

円
カ
ッ
ト

・�

町
民
に
も
痛
み
を
分
か
ち

あ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

・�

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
も

97
・
1
。
県
町
村
平
均

93
・
6
を
3
・
5
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
て
い
る

・�

さ
ら
に
平
成
27
年
か
ら

33
年
に
か
け
、
算
定
替
普

通
交
付
税
、
合
併
特
例
交

付
金
が
な
く
な
る
。
減
額

分
は
、
基
金
の
積
み
増
し
。

借
入
金
の
償
還
に
あ
て
る

小
・
中
学
校
、
高
校
の
30
人

学
級
実
現
、
教
職
員
定
数
増

を
求
め
る

　

県
内
小
学
校
は
、
す
で
に

30
人
学
級
に
な
っ
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
は
中
学
1
年
生

ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
質
疑
で

は
、
請
願
の
内
容
が
実
現
し

な
い
理
由
と
し
て
財
政
面
の

問
題
が
あ
る
と
の
認
識
が
示

さ
れ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
採
択
と
し
た
。

長
野
県
独
自
の
30
人
規
模
学

級
の
中
学
校
全
学
年
お
よ
び

高
等
学
校
へ
の
早
期
拡
大
と

県
独
自
に
教
職
員
配
置
増
を

求
め
る

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
採
択
と
し
た
。

「
地
域
高
校
」
の
30
人
以
下

学
級
を
求
め
る

　

質
疑
で
は
、「
地
域
高
校
」

と
は
地
域
高
校
協
議
会
に
加

盟
し
て
い
る
学
校
で
、
県
下

に
13
校
あ
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
採
択
と
し
た
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
を
求
め
る

　

教
育
の
機
会
均
等
と
教
育

水
準
の
維
持
向
上
を
目
的
に
、

国
庫
負
担
率
を
以
前
の
通
り

2
分
の
1
ま
で
戻
し
た
い
と

す
る
も
の
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
採
択
と
し
た
。

職員給料の2％削減
その妥当性を議論

総務産業
常任委員会

福祉文教
常任委員会

請
願

�

４
件　
採
択　

�

伊
藤
ま
ゆ
み
議
員

　

国
が
今
年
度
小
学
校
1

年
生
を
対
象
に
実
施
し
た

の
を
受
け
、
県
は
中
学
1

年
生
ま
で
の
実
施
に
踏
み

き
り
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

国
は
、
憲
法
26
条
に
基
づ

い
て
き
ち
ん
と
整
備
す
べ

き
で
あ
り
、
実
現
す
る
ま

で
求
め
続
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

賛
成
討
論

町
長			




な
ぜ
基
本
給
２
％
カ
ッ

ト
を
お
願
い
す
る
か

・�

過
去
10
年
間
給
与
が
19
％

下
が
っ
て
い
る

・�

条
例
の
提
案
に
あ
た
り
十

分
な
交
渉
が
行
わ
れ
て
い

な
い

・�
財
政
的
に
厳
し
い
の
は
承

知
し
て
い
る

・�

事
業
執
行
上
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
事
業
計
画

上
給
料
2
％
カ
ッ
ト
の
効

果
や
使
い
道
な
ど
が
具
体

的
に
示
さ
れ
て
い
な
い

・�

給
与
が
高
い
基
準
を
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
で
比
較
し

て
い
る
が
、
そ
れ
は
国
の

指
標
で
あ
っ
て
同
規
模
の

自
治
体
の
状
況
と
比
較
し

た
か

・�

議
会
側
は
、
人
件
費
削
減

を
提
言
し
た
理
事
者
が
職

員
に
説
明
す
る
際
、
合
理

的
、
科
学
的
根
拠
あ
る
も

の
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
将
来
見
通
し
、
交

付
税
削
減
、
自
主
財
源
の

伸
び
な
や
み
、
地
域
住
民

の
所
得
低
下
、
自
治
体
職

員
へ
の
住
民
感
情
な
ど
視

点
を
広
げ
て
説
明
を
た
か

め
る
必
要

委
員
会
と
し
て
2
％
削
減
を

可
と
す
る
に
あ
た
り
6
項
目

に
わ
た
り
要
望
付
し
て
賛
成

多
数
『
反
対
2
』
可
決
し
た

職
員
労
働
組
合
の	

合
意
で
き
な
い
理
由

条
例
の
内
容

削
減
期
間

本
年
7
月
〜
2
0
1
4
年

3
月
。

町
立
飯
綱
病
院
の
医
師
や

看
護
師
以
外
の
一
般
職
が

対
象
に
な
る
。

削
減
額

初
年
度
約
7
5
0
万
円
。

翌
年
以
降
は
約
1
0
0
0

万
円
の
見
込
み
。

納
得
で
き
る
説
明
が
な
い



（5）長野県　いいづな町議会だより

一
般
質
問 原田征夫議員

地域防災計画は万全か••
職員給料2％カットの進捗は••
農業研修生受け入れについて••
新居住者の区所属見直しは••

小林佳子議員
防災対策の見直しについて••
がん予防対策について••

塚田  實議員
組織機構改革の検証••
定員管理計画について••
給与制度改革の具体策は••
人材育成基本方針の具体策••
ホームページの更新について••

金井達也議員
町政運営の基本姿勢と対応••
義務的経費に対する考えと対応••

渡邉千賀雄議員
大震災、原発事故と防災対策••
�エネルギー政策転換と再生可能エネル••
ギーへの対応

伊藤まゆみ議員
地方交付税と町税収入の見通し••
防災と福祉の町づくりを••
子育て支援の充実を••

佐藤邦男議員
町所有の未利用地の活用は••
農業行政の方向と推進策••
農産物の地産地消策は••

黒栁博子議員
�通学路の交通安全対策に歩道の	••
設置を
男女共同参画の推進を••
教職員住宅の活用について••

神谷  昇議員
自然災害の危機管理は万全か••
四ツ屋バイパス以北を高架橋で••

議員の質問項目

防
災・エ
ネ
ル
ギ
ー・行
財
政
改
革
…
多
岐
に



一
般
質
問

第 23 号（6）

原
田　
東
日
本
大
地
震
は
未

曾
有
の
大
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
飯
綱
町
の
地
域
防
災
計

画
は
万
全
か
。

町
長　
平
成
19
年
に
地
域
防

災
計
画
を
策
定
し
て
5
年
目
。

来
年
に
か
け
て
見
直
す
。
見

落
と
し
が
な
い
か
精
査
し
計

画
に
反
映
す
る
。

原
田　
災
害
は
初
動
体
制
が

肝
心
だ
。
ど
の
よ
う
に
徹
底

す
る
か
。

課
長　
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
あ
る
。
配
備
体
制
な
ど

再
確
認
す
る
。

原
田　
避
難
所
の
耐
震
は
。

町
長　
二
次
避
難
所
は
17
カ

所
も
あ
る
。
全
部
が
耐
震
構

造
で
は
な
い
。
総
点
検
し
順

次
整
備
す
る
。

原
田　
自
主
防
災
組
織
の
未

設
置
地
区
解
消
を
。

町
長　
未
設
置
地
区
に
出
向

い
て
説
明
し
て
い
く
。

原
田　
職
員
給
料
2
％
カ
ッ

ト
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　
職
員
組
合
と
精
力
的

に
話
し
合
い
、
7
月
実
施
に

漕
ぎ
着
け
た
い
。

原
田　
農
業
研
修
生
の
受
け

入
れ
体
制
の
整
備
を
。

町
長　
短
期
、
長
期
の
研
修

に
力
を
注
ぐ
。
新
規
就
農
者

の
家
賃
補
助
、
農
機
具
の
購

入
補
助
な
ど
も
充
実
を
は
か

る
。

原
田　
新
居
者
の
行
政
区
域

は
個
人
の
選
択
。
不
都
合
、

不
利
益
は
な
い
か
。

町
長　
現
行
ど
お
り
個
人
の

選
択
を
尊
重
し
て
い
く
。

飯
綱
町
婦
人
会

の
年
間
行
事
計
画

で
議
会
傍
聴
を

行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
、
6
月

8
日
の
定
例
会
を

12
名
の
会
員
が
傍

聴
し
ま
し
た
。

一
問
一
答
方
式

と
い
う
こ
と
で
、

分
か
り
や
す
い
質

疑
応
答
で
し
た
。

6
月
8
日
午
前

の
質
問
者
は
3
人

の
議
員
で
し
た
。

3
人
中
、
2
人

が
女
性
議
員
で
し

た
。
ま
た
今
ま
で

あ
ま
り
お
目
に
か

か
ら
な
か
っ
た
女

性
管
理
職
の
テ
キ

パ
キ
と
し
た
応
答

に
は
、
同
じ
女
性
と
し
て

「
飯
綱
町
も
こ
れ
か
ら
は
、

女
性
の
力
で
良
き
町
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
」
と

心
強
く
思
い
ま
し
た
。

国
会
の
よ
う
な
「
や
じ
」

も
な
く
、
議
長
の
一
寸
の

ア
ド
バ
イ
ス
で
、
即
答
さ

れ
る
女
性
管
理
職
に
、
今

後
ま
す
ま
す
活
躍
し
て
も

ら
う
よ
う
エ
ー
ル
を
送
り

た
い
と
思
い

ま
し
た
。

町
長
の
答

弁
も
借
り
物

の
文
で
は
な

く
、
ご
自
身
の

言
葉
で
分
か

り
や
す
く
答

弁
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

町
長
の
応

答
の
中
で
、
検

討
委
員
会
を

設
置
し
て
進

め
る
こ
と
を

約
束
さ
れ
た

り
、
あ
る
い
は

現
在
検
討
中

で
あ
る
と
の

答
え
も
あ
り
、

大
き
な
期
待

を
託
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
は
万
全
か

�

策
定
後
５
年
経
過
、
見
直
す

原田征夫 議員 町長

 女性の力を活かして		
� より良い町づくりを進めてほしい　
　　　　　� 北條兌子 さん（坂口）　

▲ 毎月行っている避難訓練（南部保育園）

（6月7日〜8日の質問要旨を掲載。内容、見出しは各議員の責任で作成）

9人が町政問う



（7）長野県　いいづな町議会だより

一
般
質
問

神
谷　
旧
三
水
村
と
旧
牟
礼

村
が
合
併
し
た
。
高
架
橋
の

建
設
は
町
民
の
交
流
は
も
と

よ
り
、
中
学
・
高
校
生
の
通

学
の
利
便
性
、
飯
綱
病
院
の

救
急
患
者
搬
送
の
ス
ピ
ー
ド

化
、
り
ん
ご
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
や
町
民
会
館
で
の
行
事

の
利
便
性
、
長
野
市
へ
の
買

い
物
や
通
勤
効
果
が
大
き
い
。

町
長
は
こ
の
高
架
橋
建
設
に

積
極
的
に
取
り
組
む
考
え
は
。

町
長　
栄
町
区
か
ら
の
歩
道

の
申
請
工
事
を
優
先
す
る
。

神
谷　
前
町
長
は
県
へ
高
架

橋
建
設
を
要
望
し
て
き
た
。

町
長　
引
き
継
ぎ
を
受
け
て

い
な
い
。

神
谷　
業
務
引
き
継
ぎ
に
問

題
あ
る
。

豪
雨
災
害
予
防	

雨
量
計
の
集
中	

管
理
シ
ス
テ
ム

神
谷　
町
内
の
人
命
に
関
す

る
災
害
発
生
予
想
で
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
よ
る
崖
崩
れ
が
考
え

ら
れ
る
。
特
に
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
指
定
の
高
坂
地

区
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
内
の
普
光
寺
狐
沢
地
区
は

何
回
も
災
害
が
発
生
し
、
危

険
で
あ
る
。
町
内
に
設
置
の

雨
量
計
を
電
話
回
線
で
結
び
、

雨
量
計
の
集
中
管
理
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
町
内
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
の
雨
量
を
事
前
に

キ
ャ
ッ
チ
し
、
避
難
命
令
な

ど
早
め
の
人
災
防
止
を
。

町
長　
区
長
、
組
長
か
ら
の

情
報
に
頼
る
。

四
ツ
屋
バ
イ
パ
ス
以
北
を			


�

高
架
橋
で

�

栄
町
区
の
歩
道
の
申
請
工
事
を
優
先
す
る

神谷昇 議員

町長

塚
田　
町
民
は
、
ど
の
よ
う

な
能
力
を
職
員
に
求
め
て
い

る
と
考
え
て
い
る
か
。

副
町
長　
個
人
的
な
意
見
で

あ
る
が
、
①
「
目
的
を
正
確

に
把
握
し
、
正
確
且
つ
迅
速

に
業
務
を
遂
行
で
き
る
能

力
」
②
「
必
要
な
折
衝
や
調

整
を
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
③
「
常

に
危
機
管
理
意
識
を
持
ち
、

状
況
に
応
じ
て
的
確
に
判
断

し
対
応
で
き
る
管
理
能
力
」

の
3
点
と
考
え
て
い
る
。

塚
田　
職
員
に
対
し
自
己
啓

発
や
自
己
研
鑽
を
勧
め
て
い

る
か
。
ま
た
、
そ
の
実
態
調

査
は
し
て
い
る
か
。

副
町
長　
各
課
で
対
応
し
て

お
り
、
体
系
立
っ
た
自
己
啓

発
は
勧
め
て
い
な
い
。
実
態

も
把
握
し
て
い
な
い
。

塚
田　
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
職
場
内
研

修
）
に
つ
い
て
の
実
態
把
握

は
で
き
て
い
る
か
。

副
町
長　
で
き
て
い
な
い
。

塚
田　

職
員
提
案
制
度
は
、

や
る
気
の
あ
る
職
員
に
と
っ

て
は
「
政
策
形
成
」
の
訓
練

の
場
で
あ
り
、
効
率
的
な
組

織
を
維
持
す
る
た
め
の
自
律

的
な
制
度
と
し
て
も
重
要
だ
。

本
年
4
月
以
降
の
職
員
提
案

件
数
は
。

町
長　
あ
り
ま
せ
ん
。

塚
田　
過
去
の
実
績
は
。

町
長　
平
成
18
年
度
か
ら
28

人
、
63
事
業
の
提
案
が
あ
り
、

6
事
業
が
採
用
と
な
っ
て
い

る
。

職員提案制度は� 	
� 「政策形成」の訓練の場
			    4月以降、提案はゼロ！町

長塚田實 議員

▲ 職員提案で始まった子育て支援センター事業

▲ 改良工事が進む荒瀬原線（栄町）
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一
般
質
問

渡
邉　
自
然
災
害
を
無
く
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
被
害

を
軽
く
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

防
災
に
強
い
町
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
。

町
長　
災
害
に
備
え
る
「
減

災
」
の
考
え
が
重
要
だ
。

渡
邉　
原
発
事
故
は
災
害
だ
。

「
防
災
計
画
」
に
組
ま
れ
て

い
な
い
が
認
識
、
対
応
は
。

町
長　
原
発
は
国
策
で
推
進

さ
れ
た
。
県
の
防
災
対
策
の

改
正
を
待
っ
て
対
応
す
る
。

渡
邉　

町
の
液
状
化
現
象
・

地
震
対
策
マ
ッ
プ
が
な
い
。

作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
把
握
し
対
応
す
る
。

脱
原
発
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
転
換
と

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
対
応
は

渡
邉　
原
発
の「
安
全
神
話
」

か
ら
決
別
し
原
発
依
存
か
ら

抜
け
出
す
方
向
を
町
の
基
本

認
識
と
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の
転

換
を
醸
成
し
て
い
く
べ
き
だ
。

町
長　
原
発
へ
の
信
頼
は
変

化
し
て
い
る
。
国
の
動
向
を

注
視
し
、
町
の
新
エ
ネ
対
策

は
県
と
整
合
性
を
と
り
進
め

た
い
。

渡
邉　
町
で
も
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
太
陽
光
、
風
水
力
等

の
取
り
組
み
に
知
恵
と
力
を
。

町
長　
国
の
補
助
等
に
町
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
合

わ
せ
対
処
し
て
い
く
。

原
発
事
故
は「
人
災·

政
治
災
害
」

�

町
の
防
災
対
策
は

�

県
の
「
防
災
対
策
」
改
正
待
っ
て
対
応

渡邉千賀雄 議員

町長

小
林　
「
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
」
は
災
害
発
生
時
の
住

民
基
本
台
帳
の
デ
ー
タ
を

ベ
ー
ス
に
被
災
者
台
帳
を
作

成
し
、
被
災
者
状
況
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
り
災
証
明
の

発
行
か
ら
支
援
金
や
義
援
金

の
交
付
、
救
援
物
資
の
管
理
、

仮
設
住
宅
の
入
退
去
な
ど
一

元
的
に
管
理
で
き
る
シ
ス
テ

ム
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
住
民

基
本
台
帳
は
住
民
課
に
、
家

屋
台
帳
は
住
民
税
務
課
に
2

つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
独
立

し
て
い
る
。

　

仮
に
大
き
な
災
害
が
起
き

た
場
合
、
大
量
の
「
り
災
証

明
」
の
発
行
が
必
要
に
な
る
。

今
の
ま
ま
で
は
確
認
作
業
に

手
間
取
り
、
被
災
者
を
長
時

間
待
た
せ
る
等
、
負
担
を
強

い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
効
率
よ

く
事
務
作
業
を
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　
大
規
模
な
災
害
時
に

お
け
る
「
り
災
者
証
明
書
」

の
発
行
、
事
務
の
簡
素
化
を

は
か
る
も
の
で
あ
り
、
防
災

計
画
の
見
直
し
と
と
も
に
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
く
。

自
主
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
制
度
に
参

加
を

町
長　
地
域
の
自
主
防
災
組

織
を
支
援
す
る
人
を
町
が
人

選
す
る
。
議
員
に
も
協
力
し

て
ほ
し
い
。

被災者支援システムの導入を
		 導入したい町

長

小林佳子 議員

▲ 倉井地区で行われた地域防災セミナー

▲ 飯綱中学校に設置された太陽光パネル
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一
般
質
問

佐
藤　
町
が
所
有
の
土
地
面

積
と
販
売
状
況
、
今
後
の
活

用
は
ど
の
よ
う
に
。

町
長　
面
積
は
3
8
6
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
70
％
は
山
林
原
野

と
な
っ
て
い
る
。

窪
田
課
長　
販
売
状
況
は
別

荘
地
も
含
め
て
1
8
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
で
1
6
4
0
万

円
の
売
却
益
を
得
て
い
る
。

町
長　
別
荘
地
は
環
境
整
備

し
て
販
売
、
用
地
は
売
却
を

含
め
て
活
用
し
た
い
。

窪
田
課
長　
普
通
財
産
に
つ

い
て
は
4
月
1
日
役
場
組
織

を
見
直
し
、
管
財
係
が
財
産

取
り
ま
と
め
を
行
い
、
活
用

方
法
を
検
討
し
た
い
。

佐
藤　
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

と
農
業
局
（
仮
称
）
の
あ
り

方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

町
長　
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

は
、
町
の
農
業
振
興
に
お
い

て
重
要
で
あ
り
、
運
営
に
か

か
る
部
分
は
、
独
立
財
産
制

を
目
指
し
な
が
ら
町
農
業
を

支
え
た
い
。

　

農
業
局
（
仮
称
）
は
、
町

の
農
業
に
係
わ
る
全
て
の
団

体
を
一
つ
屋
根
の
下
に
入
れ
、

町
の
農
業
政
策
を
常
に
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
諸
問
題
等

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

で
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

佐
藤　
検
討
を
重
ね
て
今
後

の
具
体
的
な
予
定
は
。

町
長　
農
協
が
パ
ー
ト
ナ
ー

だ
。
5
月
に
役
員
の
改
選
が

あ
っ
た
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
計
画
を
行
い
た
い
。

町
が
所
有
す
る
未
利
用
地
解
消
を

�

町
の
土
地
は
有
効
に
活
用
し
た
い

佐藤邦男 議員

町長

金
井　
住
民
要
望
に
応
え
る

た
め
の
組
織
改
革
が
4
月
ス

タ
ー
ト
し
た
。
改
革
は
順
調

か
。
ま
た
職
員
に
1
0
0
％

以
上
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
ど
ん
な
指
導
を
し
て
い

る
か
。

副
町
長　
組
織
は
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
指
導
す
る
体
制
が

整
っ
て
い
な
い
し
、
基
本
方

針
も
定
ま
っ
て
い
な
い
。

金
井　
指
導
体
制
や
基
本
方

針
が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
は

問
題
外
だ
。
こ
ん
な
状
況
だ

か
ら
4
月
以
降
も
様
々
な
問

題
が
起
き
て
い
る
。
理
事
者

は
何
を
指
導
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
職
員
に
も
個
人
差
が

あ
り
、
今
後
は
十
分
対
応
し

て
い
き
た
い
。

金
井　
4
月
臨
時
議
会
で
議

案
の
取
り
下
げ
や
、
補
正
予

算
が
賛
成
者
ゼ
ロ
で
否
決
と

い
う
前
代
未
聞
の
事
態
が
起

き
た
。
町
長
は
議
案
提
案
責

任
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

説
明
力
の
な
さ
と
、

私
の
政
治
方
針
が
議
会
に
理

解
さ
れ
な
か
っ
た
。

隠
れ
人
件
費
の	

削
減
を

金
井　
内
容
が
人
件
費
で
あ

り
な
が
ら
、
違
う
項
目
で
支

出
し
て
い
る
金
額
と
内
容
は
。

課
長　
2
億
3
0
0
0
万
円

程
が
出
て
い
る
。

金
井　
今
後
は
隠
れ
人
件
費

も
人
件
費
と
す
る
よ
う
に
提

案
。
他
に
、
職
員
提
案
が
な

い
原
因
は
説
明
不
足
と
、
不

足
を
補
う
体
質
作
り
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
判
明
。
町

は
お
か
し
い
。

組織改革の指導方針が			
� 未定とは問題外だ
		 今後は対応していきたい町

長
金井達也 議員

▲ 環境整備の整ったからまつの丘別荘地

▲ 見直しが検討されている振興公社（直売所）



一
般
質
問
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伊
藤　
生
活
弱
者
の
現
状
を

区
と
共
有
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
町
が
認
め
れ
ば
、
災

害
時
要
支
援
者
台
帳
の
情
報

を
提
供
で
き
る
。

伊
藤　
地
域
福
祉
委
員
と
の

連
携
を
十
分
す
べ
き
。

町
長　
半
数
の
地
区
が
未
実

施
で
あ
り
、
先
進
事
例
を
示

し
参
考
に
し
て
も
ら
う
な
ど

取
り
組
み
た
い
。

伊
藤　
中
学
校
で
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
持
っ
た
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
地
域
の
訓
練
に
参

加
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

震
災
対
応
の		

交
付
税
は

伊
藤　
地
方
公
務
員
給
与
削

減
分
の
交
付
税
を
減
額
と
の

報
道
が
あ
る
が
、
見
通
し
は

来
て
い
る
か
。

町
長　
正
式
に
来
て
い
な
い
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を

伊
藤　
中
学
生
ま
で
給
食
費

無
料
を
。

町
長　
実
施
の
考
え
は
な
い
。

教
職
員
の
加
配
が
手
厚
い
。

伊
藤　
乳
幼
児
医
療
費
無
料

が
中
学
校
卒
業
ま
で
に
な
っ

た
が
、
歳
出
の
伸
び
は
。

鶴
田
課
長　
予
算
で
見
込
ん

だ
40
％
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

伊
藤　
対
象
者
を
高
校
卒
業

ま
で
拡
大
を
。

町
長　
し
っ
か
り
分
析
を
し

た
い
。

防
災
と
福
祉
の
町
づ
く
り
を

�
福
祉
の
充
実
が
防
災
に
も
つ
な
が
る

伊藤まゆみ 議員

町長

黒
栁　
牟
礼
東
小
区
内
の
飯

綱
病
院
南
か
ら
ふ
れ
あ
い

パ
ー
ク
下
表
町
交
差
点
ま
で

の
通
学
路
は
、
下
校
時
に
車

に
背
を
向
け
て
左
側
を
歩
い

て
危
険
で
あ
る
。
歩
道
の
設

置
計
画
は
あ
る
か
。

町
長　

設
置
計
画
は
な
い
。

23
年
12
月
に
四
ツ
屋
バ
イ
パ

ス
か
ら
矢
筒
荘
に
向
か
っ
て

新
道
路
完
成
予
定
。
通
学
路

と
し
た
い
。

男
女
共
同
参
画
の	

推
進
委
員
会		

立
ち
上
げ
る

黒
栁　
男
女
共
同
参
画
推
進

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
23
年
に
推
進
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
体
制
を
整
え

意
識
の
浸
透
を
は
か
る
。

黒
栁　

女
性
の
意
識
醸
成
、

環
境
づ
く
り
に
委
員
会
や
審

議
会
に
ク
ォ
ー
タ
ー
制
（
一

定
数
を
割
り
当
て
る
）
考
え

は
。

町
長　
町
主
催
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
女
性
の
登
用
を
考

え
た
い
。
協
力
し
て
ほ
し
い
。

教
職
員
住
宅
は	

賃
貸
住
宅
と
し
て	

活
用
可
能

黒
栁　
教
職
員
住
宅
は
空
き

家
と
な
っ
て
い
る
。
町
営
の

賃
貸
住
宅
と
し
て
の
活
用
は
。

町
長　
教
職
員
の
た
め
に
一

定
数
は
必
要
だ
が
、
条
件
付

き
で
使
用
で
き
る
。

教
育
次
長　
町
に
移
管
で
き

る
も
の
は
3
棟
あ
る
が
、
使

用
可
能
か
現
在
調
査
検
討
中

で
あ
る
。

通学路の安全対策に			 
� 歩道の設置を
� 新設道路とカラー舗装を検討

黒栁博子 議員

▲ 車に背向け左側を歩く児童

▲ 保育園の給食風景

町
長



提
案
理
由　
22
年
度
は
、
ス

キ
ー
場
と
一
線
を
画
す
公
約

で
プ
ラ
ザ
オ
ー
ロ
ラ
の
賃
貸

料
を
3
2
4
万
9
0
0
0
円

で
契
約
し
た
が
実
質
使
用
期

間
が
4
ヶ
月
で
あ
る
の
で

1
0
8
万
3
0
0
0
円
で
契

約
。
国
税
を
7
0
0
万
円
納

め
る
企
業
と
な
っ
た
の
で
原

点
の
金
額
で
契
約
す
る
た
め

に
増
額
の
補
正
を
提
案
し

た
。

質  

増
額
の
契
約
は
成
立
し

た
か
。

答  

増
額
補
正
を
計
上
し
議

会
の
承
認
を
得
て
契
約
し
た

い
。

質  

3
月
予
算
議
会
で
は

1
0
8
万
3
0
0
0
円
で
可

決
さ
れ
た
が
、
公
約
に
反
す

る
と
１
ヶ
月
も
経
た
な
い
う

ち
に
補
正
す
る
。
納
得
の
い

く
説
明
を
。

答  

議
会
提
案
の
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
を
合
同
会
社
が
経
営

す
る
こ
と
な
ら
賃
貸
料
を

3
2
4
万
9
0
0
0
円
で
契

約
す
る
の
は
当
然
だ
。

質  

町
長
は
誤
解
し
て
い

る
。
議
会
は
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
を
町
が
考
え
る
よ
う
要
望

し
た
。
町
長
は
、
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
を
合
同
会
社
が
経
営

す
る
こ
と
を
ど
こ
で
確
認
し

た
か
。

答  

議
会
の
人
が
や
り
た
い

か
ら
提
案
し
た
と
認
識
し
て

い
る
。

質  

合
同
会
社
と
の
話
し
合

い
の
経
過
は
。

答  

予
算
編
成
後
、
合
同
会

社
が
夏
場
利
用
に
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
と
理
解

し
、
契
約
に
は
至
っ
て
い
な

い
が
設
備
の
修
理
の
一
部
を

負
担
し
、
賃
貸
料
を
町
民
益

の
た
め
に
増
額
し
請
求
す
る

べ
く
補
正
を
組
ん
だ
。

質  

新
年
度
予
算
が
可
決
さ

れ
て
い
な
い
委
員
会
で
補
正

を
発
言
さ
れ
る
の
は
、
認
識

不
足
だ
。

答  

委
員
会
で
は
、
契
約
で

き
た
ら
早
急
に
補
正
を
出
す

と
発
言
し
た
。
決
し
て
議
会

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
な

い
。

質  

新
し
い
会
社
育
成
す
る

観
光
政
策
は
な
い
の
か
。

答  

農
業
と
観
光
を
連
携
さ

せ
町
の
活
性
化
を
は
か
る
。

ス
キ
ー
場
閉
鎖
に
至
っ
て
8

億
余
の
損
害
が
出
た
。
ス

キ
ー
場
を
潰
そ
う
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
町
と
の
関
係
を

原
点
に
立
ち
返
っ
て
履
行
し

て
も
ら
い
た
い
。

質  

23
年
度
予
算
の
1
0
8

万
円
計
上
は
間
違
っ
て
い
た

の
か
。
ス
キ
ー
場
経
営
の
町

へ
の
経
済
効
果
3
5
0
0
万

円
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

答  

地
場
産
品
の
使
用
は
非

常
に
あ
り
が
た
い
。
し
か
し

賃
貸
料
は
別
の
問
題
と
考
え

る
。

質  

財
源
確
保
も
無
し
に
増

額
補
正
を
提
出
す
る
の
は
行

政
手
法
の
間
違
い
だ
。
財
源

の
確
保
が
さ
れ
て
か
ら
補
正

予
算
を
出
す
べ
き
だ
。
議
会

の
議
決
を
交
渉
の
材
料
に
す

る
よ
う
に
思
え
る
が
。
合
同

会
社
と
の
交
渉
は
口
約
束
と

し
て
も
成
り
立
つ
。
法
的
に

も
問
題
が
な
い
の
か
。

答  

最
初
の
考
え
と
、
議
会

の
提
案
に
乖
離
が
あ
り
、
契

約
を
白
紙
撤
回
し
説
明
し

た
。

質  

修
理
代
一
部
負
担
は
財

政
支
援
し
な
い
と
の
公
約
に

反
し
な
い
の
か
。

答  

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
同
様

に
修
理
が
必
要
と
考
え
た
。

ス
キ
ー
場
が
使
用
す
る
1
／

3
は
請
求
す
る
つ
も
り
だ
っ

た
。

質  

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営

の
提
言
に
つ
い
て
は
2
月
に

行
政
主
導
の
事
業
展
開
は
し

な
い
と
の
返
答
が
あ
っ
た

が
、
今
度
の
賃
貸
料
値
上
げ

の
理
由
に
さ
れ
る
の
は
納
得

が
い
か
な
い
。
予
算
編
成
時

の
1
0
8
万
円
余
の
賃
貸
料

の
合
意
の
取
り
消
し
は
で
き

て
い
る
の
か
。

答  

合
同
会
社
と
の
賃
貸
料

契
約
は
で
き
て
い
な
い
。

（11）長野県　いいづな町議会だより

臨
時
議
会

スキー場賃貸料の増額補正
� 全会一致で否決

議
会
は
町
長
の
行
政
手
法
に
反
発		

	
�

補
正
は
合
理
的
な
理
由
な
い

　

4
月
28
日
、
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
継
続
審
査
事
件
の
報
告
、
提
出
議
案
撤

回
の
件
、
専
決
処
分
の
承
認
11
件
、
23
年
度
一
般
会
計
補
正
1
号
、
工
事
変
更
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
議
員
発
議
2
件
の
19
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。
23
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
1
号
以
外
は
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

▲ スキー場施設「プラザオーロラ」

町長提案



臨
時
議
会

第 23 号（12）

◦
議
会
は
、「
い
い
づ
な
リ

ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
」
の
年
間

賃
貸
料
を
め
ぐ
る
町
長
の
議

会
に
お
け
る
一
連
の
言
動
と

行
政
対
応
に
反
省
を
求
め
る

と
と
も
に
、
全
町
民
的
立
場

に
立
っ
た
行
政
運
営
へ
の
基

本
姿
勢
の
確
立
を
求
め
特
別

決
議
を
可
決
し
た
。

　

賛
成
12
名

　

反
対
2
名

いいづなリゾートスキー場の「年間賃貸料」をめぐる相澤町長の議会
における一連の言動と行政対応に反省を求めるとともに、全町民的立
場に立った行政運営への基本姿勢の確立を求める特別決議

　3月議会では、いいづなリゾートスキー場の年間賃貸料問題をめぐって、一般質問や委員会審議の中できびし
い議論が展開された。
　スキー場経営者からの「年間賃貸料を108万3000円に据え置くことを求める」要望書が議会に提出され、賛成
多数で採択された。
　この問題での相澤町長の一連の対応と議会答弁（説明）、言動等には、当初予算の意義、財政運営の一貫性と
補正予算のあり方、契約相手との信頼関係、議会議決への対応などに関して、様々な問題点を指摘せざるを得な
い。
　相澤町長は、これまでの一連の言動と対応を冷静に振り返り、反省を深めつつ全町民的立場に立ち、責任ある
行政運営への基本姿勢の確立を強く求めるものである。

一　�　当初予算の編成過程で、「スキー場賃貸料は年間108万3000円」との合意が「飯綱東高原観光開発合同会社」
と町長（担当職員も含める）の間で成立したうえで、予算案として議会に提出され承認を求めているにもか
かわらず、この議会審議の過程で「契約を見直し 324万 9000 円に増額補正をする」との発言が度々繰り返
された。これは、当初予算のもつ意義を薄めるものであり、行政執行者としての見識が問われる。

一　�　町の歳入歳出予算は通年予算として編成するのが原則であり、今日の補正議案の提出には客観的根拠がな
く、町長の極めて恣意的判断によるものと言わざるを得ない。しかも、スキー場経営者との間で「年間賃貸
料324万9000円」との合意は未だ得られておらず、歳入の担保は何もないにもかかわらずこのような増額予
算計上は過去に例がなく、予算編成上も問題である。

一　�　3月議会では、「年間賃貸料108万3000円とする」当初予算案が可決され町の政治方針としても確定し
た。かつ、「108万3000円への据え置きを求める要望書」も議会では賛成多数で可決されている。

　町長は、二元代表制のもとでの議会のこの2つの議決の意義を真剣に考えるべきである。
一　�　従って、町長はこの問題を早急に決着させ、「年間賃貸料 108 万 3000 円」で直ちに「飯綱東高原観光開
発合同会社」と契約書を取り交わすべきである。

　以上、決議する。
　　平成23年4月28日
	 飯　綱　町　議　会

・全町民的立場での行政運営を求める
・事務事業の適正な執行を求める

2件の特別決議可決

�

渡
邉
千
賀
雄
議
員

　

町
は
ス
キ
ー
場
と
一
線

を
画
し
経
営
か
ら
手
を
引

い
た
。
民
営
企
業
と
賃
貸

借
契
約
を
結
び
固
定
資
産

税
相
当
額
と
し
た
。
ま
け

て
や
る
こ
と
は
財
政
支
援

に
あ
た
る
。

　

減
額
の
合
意
が
成
立
し

た
と
い
う
が
契
約
書
は
な

い
。

　

当
初
予
算
編
成
と
賃
料

交
渉
の
時
期
が
違
う
こ
と

か
ら
補
正
予
算
が
発
生
し

得
る
。

反
対
討
論



臨
時
議
会

（13）長野県　いいづな町議会だより

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
施
設
の
工
事
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

質  

3
月
31
日
に
完
成
す
る

も
の
が
、
い
ろ
い
ろ
の
経
緯

で
6
月
ま
で
延
長
さ
れ
た
の

は
税
金
の
無
駄
使
い
だ
。

答  

経
営
が
困
難
な
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
。
指
定
管
理
者
決

定
が
遅
く
な
っ
た
。
町
長
の

意
思
に
従
っ
て
進
め
た
。
事

業
の
検
討
期
間
に
時
間
を
要

し
た
。
反
省
し
て
い
る
。

質  

事
業
計
画
中
、
情
報
収

集
を
ど
の
よ
う
に
し
た
か
。

答  
上
部
団
体
、
関
係
協
議

会
で
行
っ
た
。

事務事業の適正な執行を求める決議

　平成22年度一般会計当初予算において、居宅介護施設整備事業が可決された。
　この事業は、平成18年に地域密着型として新設されたが、単独施設では採算性が厳しいことから、全国的に施
設建設が進まなかった。しかし、飯綱町としては、平成19・20年度認知症地域支援体制構築事業のモデル地区に
指定され、町民要望に応え町有地に小規模多機能型居宅介護施設の建設を計画した。
　平成22年6月定例会において、工事請負契約の締結を可決し、契約金額6,258万円、契約者は「株式会社守谷
商会」とした。指定管理者には「株式会社ニチイ学館」とすることを可決し、指定期間は平成23年1月1日から平
成27年3月31日とした。
　平成22年12月27日付で代表監査委員から本件にかかわる歳入歳出予算額に対する疑義及び予算の流用の扱い
について指摘された。
　平成23年3月議会において、給水管の管径変更、内装材の変更、産業廃棄物処理の増により工期を6月16日ま
でとすることと増工費97万円余りを追加、契約額を6,335万円余りとした。また、工事が年度内に完了しないこ
とから6,836万8000円を繰越明許費として平成23年度に繰り越すことを可決した。
　平成23年4月臨時議会において、特殊浴槽室内の一部を更衣室に変更、収納庫の設置で220万円ほどの増工が
提案されている。
　経過からも明らかなように、当初予算でありながら契約の締結が12月。その後大きな変更が年度をまたがるも
のを含め2回提案されたが、繰越明許費は会計年度独立の原則の例外規定である。また、補正予算をみだりに重
ねると当初予算の意義がなくなり財政運営の一貫性が失われるため必要最小限に止めるべきであり、予算単年度
主義、財政民主主義の観点から望ましくないと考える。
　財政は、最小予算で最大の効果を早急に期待するものである。今後、事務事業を適正に執行し、このような事
案を再び発生させないために次の事項を実施することを、強く要望する。

記
一　�　契約事務にあたっては、事前の調査、見積りを正確にし、予算確定後、直ちに執行できる体制を構築する
こと。

一　�　事業の執行にあたっては、関係法令を遵守するとともに、庁舎全体で複数職員による処理状況の点検や確
認する体制を強化すること、事務処理の進行管理及び確認行為を徹底し、適正な事務事業に努めること。

　以上、決議する。
　　平成23年4月28日
	 飯　綱　町　議　会

度
々
の
工
事
変
更

ニ
チ
イ
に
委
託
オ
ー
プ
ン▲  �野村上に7月にオープンした「小規模多機能型介護施設」		

“ニチイケアセンターいいづな”



第 23 号（14）

全
員
協
議
会

　

飯
綱
町
土
地
開
発
公
社
は

「
公
有
地
の
拡
大
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
く
法
定
公
社

と
し
て
、
旧
三
水
村
は
昭
和

48
年
、
旧
牟
礼
村
は
昭
和
53

年
に
設
立
。
以
来
、
公
有
地

の
先
行
取
得
、
公
共
住
宅
用

地
の
取
得
販
売
に
当
っ
て
き

た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
法
律
の

趣
旨
に
基
づ
く
公
有
地
の
拡

大
事
業
は
少
な
く
な
り
、
一

定
の
役
目
を
終
え
つ
つ
あ
る
。

　

平
成
22
年
度
決
算
で
は
63

万
円
余
の
赤
字
。
赤
字
の
主

な
も
の
は
、
支
払
い
利
息
の

50
万
円
余
。

　

平
成
23
年
度
事
業
計
画
で

は
、
土
地
造
成
売
却
事
業
と

し
て
、
峰
団
地
、
扇
平
団
地

の
二
筆
だ
け
。
金
額
は
合
計

で
1
3
2
0
万
円
余
。

　

公
社
所
有
土
地
の
現
状
は
、

住
宅
用
地
で
は
、
未
売
却
地

峰
団
地
で
２
件
、
扇
平
団
地

で
2
件
。
未
利
用
地
は
普

光
寺
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
横
用

地
、
飯
綱
病
院
の
駐
車
場
用

地
、
国
鉄
清
算
事
業
団
か
ら

取
得
し
た
土
地
な
ど
。

解
散
も
視
野
に	

事
業
の
整
理
を

　

土
地
開
発
公
社
監
事
、
宮

島
登
、
同
原
田
重
美
氏
よ
り

監
査
意
見
書
が
5
月
25
日

付
け
で
土
地
開
発
公
社
理
事

長
相
澤
龍
右
に
提
出
さ
れ
た
。

（
抜
粋
）

主
な
意
見
は
、
次
の
と
お
り

·�

事
業
展
開
、
販
売
が
見
込

め
な
い
土
地
は
、
町
が
買

い
取
る
よ
う
協
議
を
。

·�

代
行
用
地
の
処
分
を
早
期

に
解
決
を
。

·�

借
り
入
れ
債
務
は
、
適
切

な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
に
。

·�

土
地
の
先
行
取
得
、
造

成
等
の
具
体
的
事
業
の
展

開
予
定
が
な
い
現
状
で
は
、

公
社
の
解
散
も
視
野
に
事

業
の
整
理
を
。

問  

３
０
０
万
円
の
赤
字
経

営
に
も
か
か
わ
ら
ず
７
２
０

万
円
の
ボ
ー
ナ
ス
満
額
支
給

の
理
由
は
。

答  

支
給
決
定
時
点
で
は
問

題
な
い
と
判
断
。
そ
の
後
、

り
ん
ご
の
不
作
や
大
震
災
の

影
響
で
結
果
的
に
赤
字
と

な
っ
た
。

問  

退
職
引
き
あ
て
金
は
独

自
に
や
っ
て
い
る
の
か
。

答  

会
計
事
務
所
の
指
導
に

に
よ
り
単
独
で
実
施
。

　
　
　

単
独
だ
と
割
高
に
な

る
。
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
へ
の
加
入
に
つ
い
て
研

究
を
。

問  

内
部
の
み
で
経
営
改
善

は
可
能
か
。
社
長
と
し
て
答

弁
を
。

答  

名
ば
か
り
の
社
長
で
す

の
で
、
任
期
の
途
中
で
経
営

の
分
か
る
方
に
代
わ
っ
た
ら

ど
う
か
と
申
し
上
げ
て
き
た
。

問  

副
町
長
が
経
営
に
携

わ
っ
て
い
る
現
状
を
変
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

農
協
選
出
理
事
の
交
代

が
済
ん
だ
ら
、
し
っ
か
り
話

し
合
い
を
行
う
。

▲ 住宅用地 峰団地（倉井）
▲ 

直
売
セ
ン
タ
ー
「
横
手
」

全
員
協
議
会
の	

質
疑
内
容

�
22
年
度
決
算
で
は
、63
万
円
余
の
赤
字

300万円の赤字経営でも	
720万円のボーナス支給

役
目
終
え
つ
つ
あ
る
土
地
開
発
公
社

ふるさと振興公社

意
見

（１）事業概要（主な事業売上）
農業受託 前年比91.3% 34,253千円（耕起、代掻74.2ha、		 � 田植39ha、苗4,063箱）

農産物直売 前年比95.2% 47,797千円（261日営業、		
� レジ客49,624人）

よこ亭 前年比91.1% 42,222千円

助っ人クラブ 皆 増 18,551千円

（３）飯綱町の出資状況
550株 27,500,000円 91.6%（出資比率50％以上に該当）

（２）決算概要
売上高合計 142,823,881円
売上原価 35,287,103円
売上総利益 107,536,778円

販売管理費計 115,085,833円
営業損益 ▲ 7,549,055円
営業外収益計 5,614,308円
営業外費用 887,042円
法人税等 182,500円

当期損益	
（赤字） ▲ 3,004,289円



（15）長野県　いいづな町議会だより

第
４
回
懇
談
会

①　

連
携
が
取
れ
て
い
な
い

か
ら
、
今
こ
こ
で
グ
ル
ー
プ

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

横
の
つ
な
が
り
が
で
き
れ
ば

も
っ
と
発
展
的
に
な
る
。
グ

ル
ー
プ
の
大
小
は
あ
る
が
、

一
本
の
団
体
に
な
る
よ
う
取

り
組
む
べ
き
。

②　

旧
村
時
代
に
は
女
性
が

一
つ
に
な
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
で
き
た
。
飯
綱
町
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
組

織
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

③　

連
絡
会
に
つ
い
て
行
政

は
ま
だ
早
い
と
考
え
て
い
る

よ
う
だ
。
提
案
だ
が
呼
び
か

け
人
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
。

④　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
す
る
の
は
女
性
が
多
い
。

男
性
の
参
加
を
希
望
。
若
い

人
は
活
動
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

☆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
三
水

·�
会
員
30
名
。
三
水
文
庫
、

Ｅ
Ｍ
発
酵
菌
、「
風
」
の

発
行
な
ど
。

☆
こ
ぶ
し
会

·�

76
名
。
矢
筒
荘
の
手
伝

い
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
草
分
け
。

☆
婦
人
会

·�

82
名
。
牟
礼
地
区
だ
け
の

活
動
で
、
東
西
小
へ
の
雑

巾
提
供
、花
畑
の
管
理
な
ど
。

☆�

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
考

え
る
会

·�

10
名
。
古
紙
、
牛
乳
パ
ッ

ク
な
ど
を
有
料
で
横
浜
の

業
者
に
。
若
い
人
や
男
性

に
入
会
を
。

☆�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
·�

35
名
。
ト
ン
汁
フ
ォ
ー

ラ
ム
へ
の
参
加
や
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
夜
間
避
難

訓
練
な
ど
。

☆
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

·�

36
名
。
保
健
補
導
員
が

中
心
。
調
理
実
習
、
保
健

に
関
す
る
学
習
会
な
ど
。

☆
三
水
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

·�

30
名
ぐ
ら
い
。
食
の
祭

典
、
コ
メ
粉
勉
強
会
な
ど
。

☆
保
健
補
導
委
員
会

·�

1
1
8
名
。
保
健
福
祉

課
の
手
伝
い
。
年
4
回

の
講
習
を
受
け
る
。

☆
だ
ん
ど
り
の
会

·�

郷
土
食
を
見
直
そ
う
と
発

足
。「
食
の
風
土
記
」
を

出
版
、
学
習
会
を
行
い
後

世
に
残
す
。

☆
婦
人
教
育
推
進
協
議
会

·�

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
参
加
。
研
修
や
県
議

会
傍
聴
な
ど
。

☆
Ｊ
Ａ
女
性
部

·�

信
濃
町
等
他
地
域
と
の
交

流
を
行
っ
て
い
る
。
地
産

地
消
、
野
菜
作
り
な
ど
。

☆
牟
礼
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

·�

雑
穀
の
会
と
も
交
流
。
手

づ
く
り
味
噌
、
お
や
き
づ

く
り
な
ど
。

☆
商
工
会
女
性
部

·�

部
員
の
意
識
向
上
の
た
め

の
交
流
を
目
指
し
て
い
る
。

☆
女
性
農
業
委
員
会

·�

荒
廃
地
解
消
の
事
業
活

動
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
野
沢

菜
等
を
栽
培
し
、
収
益
金

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
寄
付
し
た
い
。

☆�

全
国
女
性
農
業
者
経
営
会
議

·�

農
村
女
性
の
社
会
参
画
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

☆
三
水
消
費
者
の
会

·�

環
境
に
や
さ
し
い
社
会
づ

く
り
を
目
指
す
。
廃
油
か

ら
の
石
鹸
づ
く
り
な
ど
。

☆
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー

·�

若
い
人
た
ち
に
も
参
加
い

た
だ
き
た
い
。

☆
個
人
参
加
の
方
々

·�

初
め
て
聞
い
た
団
体
が
多

い
が
、
こ
う
い
う
活
動
を

知
ら
な
い
の
は
も
っ
た
い

な
い
。

·�

合
併
し
て
6
年
だ
が
牟

礼
・
三
水
が
ぬ
け
な
い
。

·�

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

よ
う
町
の
こ
と
を
知
り
た

い
。

◯
テ
ー
マ
が
大
き
す
ぎ
る
。

◯�

懇
談
会
な
の
か
活
動
発
表

な
の
か
分
か
ら
な
い
。

◯
議
員
の
意
見
も
聞
き
た
い
。

◯�

事
前
に
各
団
体
の
活
動
内

容
を
整
理
し
て
配
布
す
べ

き
。

◯
勉
強
に
な
っ
た
。

　

第
4
回
町
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
は
、
5
月
14
日
「
元

気
の
館
」
で
、「
女
性
の
知
恵
と
力
を
集
め
て
、
新
し
い

町
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。
参

加
者
は
、
町
内
の
26
女
性
団
体
36
名
。

　

当
日
は
日
ご
ろ
の
活
動
内
容
の
紹
介
や
、
議
会
、
行
政

へ
の
多
様
な
意
見
や
要
望
な
ど
、
活
発
な
情
報
交
換
や
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

多
様
な
意
見
や
要
望

�

活
発
な
情
報
交
換

町づくりに貢献する女性団体の活動に期待
女性団体のネットワーク化の実現を

議会改革
推進ページ

参
加
団
体（
順
不
同
）

の
活
動
内
容
紹
介

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

忙
し
い
時
期
の
夜
間
開

催
に
も
関
わ
ら
ず
、
ご

参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。



　

健
翁
寺
の
「
懸

か
け
ぼ
と
け仏

」
は
昭

和
62
年
5
月
19
日
に
町
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。
写

真
の
よ
う
な
直
径
18
・
5
㎝

の
鏡
板
に
聖
観
音
が
彫
ら
れ

て
い
る
。
上
方
の
左
右
に
釣

手
が
あ
り
壁
に
か
け
る
仏
さ

ま
で
天
正
11
年（
1
5
8
3
）

に
開
基
し
た
健
翁
寺
の
本
尊

で
あ
っ
た
が
現
在
は
脇
本
尊

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
健
翁
寺
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
た
い
史
実

が
あ
る
。
そ
れ
は
大
正
12
年

に
旧
三
水
役
場
の
庁
舎
が
で

き
る
ま
で
村
政
の
中
心
と
し

て
明
治
18
年
か
ら
半
世
紀
近

く
役
場
の
戸
籍
事
務
な
ど
を

庫
裏
と
本
堂
の
一
部
を
使
っ

て
執
ら
れ
て
い
た
。

　

三
水
村
は
、
明
治
22
年
に

「
市
町
村
制
」
の
発
布
に
よ

り
芋
川
村
、
倉
井
村
、
東
柏

原
村
、
赤
塩
村
、
普
光
寺
村
、

川
谷
村
の
一
部
・
風
坂
が
合

併
し
て
発
足
し
た
。
そ
の
後

昭
和
32
年
に

県
知
事
か
ら

牟
礼
村
と
の

合
併
勧
告
が

あ
っ
た
が
合

併
に
至
ら
ず
、

県
下
で
も
珍

し
く
1
2
5

年
も
「
三
水

村
」
が
続
い

た
。

　

三
水
村
の

村
名
は
、「
区

域
中
三
条
ノ

用
水
路
ア
リ

テ
灌
漑
最
モ

親
密
ノ
関
係

ニ
ア
ル
」
こ

と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。

　

初
代
村
長
は
、
服
田
亀
次
。

村
議
会
議
員
は
、
地
租
あ
る

い
は
直
接
国
税
二
円
の
納
入

者
に
よ
る
選
挙
で
18
人
の
議

員
が
選
出
さ
れ
た
。

　

明
治
25
年
の
村
の
決
算
は
、

歳
入
が
3
7
5
7
円
52
銭
4

厘
、
歳
出
は
3
2
9
4
円
23

銭
3
厘
で
、
4
6
3
厘
29
銭

1
厘
の
黒
字
会
計
で
あ
っ
た
。

　

村
税
収
入
が
2
9
8
1
円

余
り
で
79
％
。
教
育
費
が

1
9
9
6
円
余
で
歳
出
の
45

％
で
あ
っ
た
。

　

平
成
21
年
12
月
に
誕
生
し

た
孫
の
光
音
（
み
の
ん
）
ち

ゃ
ん
は
、
ゲ
ル
（
天
幕
）
で

育
っ
た
。

　

番
匠
に
在
住
の
諏
訪
公

司
・
幸
枝
さ
ん
夫
妻
は
工
房

を
経
営
す
る
傍
ら
ゲ
ル
の
貸

し
出
し
、
雑
穀
類
の
栽
培
販

売
を
行
っ
て
い
る
。

　

ゲ
ル
を
造
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
長
男
が
小
学
生

の
頃
、
図
書
館
か
ら
借
り
て

き
た
「
遊
牧
民
の
暮
ら
し
」

と
い
う
本
に
ゲ
ル
の
造
り
方

が
書
い
て
あ
っ
た
。
以
来
ゲ

ル
に
興
味
を
抱
き
、
自
己
流

で
造
っ
た
。

　

造
る
だ
け
で
な
く
長
男
夫

婦
を
一
年
に
わ
た
っ
て
冬
の

寒
さ
を
絶
え
な
が
ら
住
ま
わ

せ
て
し
ま
う
と
い
う
熱
血
漢
。

　

暖
房
は
薪
ス
ト
ー
ブ
の
み
。

野
尻
湖
の
イ
ベ
ン
ト
で
貸
し

出
し
た
ゲ
ル
を
モ
ン
ゴ
ル
出

身
の
力
士
が
見
て
本

国
の
造
り
方
と
変
わ

り
が
な
い
と
感
心
し

た
と
か
。
諏
訪
さ
ん

は
本
場
の
モ
ン
ゴ
ル

に
は
、
ま
だ
行
っ
た

こ
と
が
な
い
。

　

諏
訪
さ
ん
は
、
若

い
頃
千
曲
市
の
森
林

組
合
に
勤
務
し
、
松

く
い
虫
の
防
除
に
あ

た
っ
た
。
以
来
、
木

材
の
加
工
に
興
味
を

抱
き
工
房
を
番
匠
に
開
設
。

工
房
と
住
ま
い
は
、
畜
舎
を

改
造
し
た
。
も
う
12
年
に
な

る
。

　

工
房
で
は
、
家
具
、
コ
カ

リ
ナ
、
ふ
く
ろ
う
の
彫
り
物

な
ど
を
製
作
。
ア
ラ
マ
ン
サ

ス
、
粟あ
わ

、
黍き

び

な
ど
の
雑
穀
を

栽
培
し
都
会
の
消
費
者
と
繋

い
で
い
る
。
は
と
麦
茶
、
食

パ
ン
な
ど
も
自
家
製
。

　

静
か
な
田
舎
暮
ら
し
を
自

己
流
で
貫
い
て
い
る
。
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4
月
の
臨
時
議
会
で
ス

キ
ー
場
賃
貸
料
に
関
わ
る
補

正
予
算
が
全
会
一
致
で
否
決

さ
れ
た
。
平
成
23
年
度
一
般

会
計
に
上
提
し
た
も
の
を
口

が
渇
か
な
い
う
ち
に
再
提
案

し
た
も
の
で
、
朝
令
暮
改
も

は
な
は
だ
し
い
。
町
長
の
見

識
を
疑
う
内
容
だ
っ
た
。

　

町
民
憲
章
の
決
め
方
に
も

疑
問
符
。
議
会
の
監
視
も
必

要
だ
。×

　
×
　
×
　
×

⑦

飯綱町

新発見②

ゲ
ル（
天
幕
）で
暮
ら
し
た

諏
訪
さ
ん
一
家

�

［
番
匠
］
諏
訪
公
司
さ
ん

	

幸
枝
さ
ん

▲ ゲルで孫を育てた諏訪さん一家

▲
 

畜
舎
を
改
造
し
た
諏
訪
さ
ん
の
工
房

▲
 

大
正
12
年
ま
で
役
場
だ
っ
た
健
翁
寺

▲ 懸仏


